
歴史薫る織姫道中
　先月３日に開かれた中仙道武州蕨宿
宿場まつり。今年も華やかな織姫道中
パレードが祭りを盛り上げました。

●令和７年12月１日発行／発行所・蕨市役所
●11月１日現在人口：77,２１８人  前月比  ＋３５人
　世帯数：42,9６７　　   人口密度：15,１１１人／㎢
●蕨市の面積　5.11㎢

2025/令和７年
わらび・906

広報WARABI
～今月の特集～

◦蕨のいま・むかし
　　　　　　そして未来へ………２
◦蕨エルドラド姉妹都市50周年…10



中
山
道
の
江
戸
か
ら
２
番
目
の
宿
と
し

て
、
蕨
宿
が
成
立（
年
代
に
諸
説
あ
り
）

塚
越
村
の
二
代
目
高
橋
新
五
郎
が
質
の

高
い
木
綿
織
物
・
青
縞
の
生
産
を
始
め

た
と
い
う
。
蕨
が
機
織
り
の
ま
ち
と
し

て
栄
え
る
き
っ
か
け
と
な
る

旧
幕
臣
の
石
川
直
中
を
迎
え
、
蕨
郷
学

校
を
開
設
。
後
身
で
あ
る
現
在
の
北
小

学
校
は
県
内
で
も
最
も
古
い
歴
史
を
持

つ
小
学
校
の
一
つ

足
利
一
門
の
渋
川
氏
が
蕨
城
を
築
城

（
現
在
の
蕨
城
址
公
園
や
和
樂
備
神
社

の
辺
り
）

蕨
の
地
名
が
初
め
て
記
録
に
現
れ
る

年は昭和元年（1926年）から数えてちょうど100年
目に当たる年です。関東大震災の復興から始まった

昭和の時代は、多くのかたが犠牲となった戦争の時代を経
て、戦後の復興、高度経済成長、バブル経済など、まさに
激動の時代でした。昭和初期、綿織物業のまちとして知ら
れた蕨は、その後、都心へのアクセスの良さから住宅都市
として発展。人口の増加と歩を合わせて、都市基盤を整備
し、現在では、人口密度日本一のコンパクトシティとして、
また、都心に近い利便性の高さと、コミュニティの豊かさ
を併せ持つまちとして知られています。
　市民の４割近くが平成以降の生まれとなり、昭和を知ら
ない世代も増えていますが、小さくても魅力輝く蕨の礎に
は、昭和の時代を生きた人々の努力や創意工夫があります。
「昭和100年」のこの機会に、蕨の昔を振り返り、現在、
そして飛躍する蕨の明るい未来へ思いをはせましょう。

今

蕨の近代学校教育の礎を築い
た石川直中

高橋家の機業について
記した「機業由来記」

室町時代1612年1826年1870年頃
（慶長17年）（文政９年）（明治３年）

今年は「昭和100年」

蕨のいま・むかし
そして未来へ

昭
和
ま
で
の
蕨
の
歩
み
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問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
総
務
課

（
緯
433
・
７
７
５
３
）

蕨
町
章
（
現
在
の
市
章
）
制
定

関
東
大
震
災

町
村
制
の
施
行
に
伴
い
、
蕨
宿
と
塚
越

村
が
合
併
し
蕨
町
が
誕
生

蕨
駅
開
設

関東大震災により被害を受けた第二蕨尋常小学校
（現在の東小学校）

蕨駅開設に向けては、当時の岡田正康町長らによる設
置運動も展開された。写真は大正４年撮影

1889年1893年1915年1923年
（明治22年）（明治26年）（大正４年）（大正12年）
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昭
和
の
は
じ
ま
り

　
戦
争
の
時
代
を
超
え
、
復
興
・
成
長
す
る
蕨

蕨
第
一
国
民
学
校
（
現
北
小
学
校
）
で
開
催
さ
れ
た

第
一
回
青
年
祭

本
陣
跡
か
ら
現
在
の
市
役
所
が
あ
る
土
地
に
移
転
・

建
替
え
ら
れ
た
蕨
町
役
場

そ
の
中
で
行
わ
れ
た
「
成
年
式
」
が
、

全
国
で
行
わ
れ
て
い
る
成
人
式
や
「
成

人
の
日
」
の
由
来
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
戦
後
の
復
興
は
急
ピ
ッ
チ

に
進
み
ま
す
。
昭
和
26
年
に
は
中
央
公

民
館
が
開
館
。
ま
た
、
機
織
り
の
ま
ち

蕨
の
歴
史
に
由
来
し
、
商
工
業
の
発
展

を
願
う
「
機
ま
つ
り
」
が
始
ま
っ
た
の

も
こ
の
年
の
こ
と
で
、
今
で
は
蕨
の
夏

の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
ま
す
。
翌
昭
和

27
年
に
は
、
市
立
病
院
の
前
身
と
な
る

町
立
病
院
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ち
の
復
興
、
発
展
と
並
行
し
て
、

人
口
も
急
激
に
増
加
。
昭
和
34
年
に
は

市
制
を
施
行
し
、蕨
市
が
誕
生
し
ま
す
。

こ
の
頃
の
人
口
は
４
万
４
４
９
６
人
ま

で
増
加
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
急
激
な

人
口
増
加
に
対
応
し
た
、
上
水
道
や
都

市
ガ
ス
な
ど
、
生
活
の
基
盤
と
な
る
イ

ン
フ
ラ
の
整
備
が
進
め
ら
れ
、
市
の
機

能
性
が
充
実
し
て
い
き
ま
し
た
。

戸
時
代
の
終
わ
り
か
ら
昭
和
初

期
ま
で
、
蕨
の
主
要
な
産
業
は

綿
織
物
業
で
し
た
。
昭
和
元
年
の
蕨
町

の
人
口
は
７
５
０
５
人
。
現
在
の
約
10

分
の
１
に
と
ど
ま
り
、
今
の
よ
う
に
住

宅
が
密
集
す
る
ま
ち
で
は
な
く
、
町
域

の
多
く
が
田
畑
で
し
た
。
そ
の
後
、
東

京
か
ら
ほ
ど
近
い
こ
と
か
ら
、
住
宅
地

と
し
て
の
需
要
が
高
ま
り
、
住
宅
営
団

が
現
在
の
南
町
２
・
３
丁
目
の
一
部
に

８
８
０
戸
と
い
う
大
規
模
な
住
宅
団
地
・

三
和
町
住
宅
の
建
設
を
開
始
し
た
の
が

昭
和
17
年
の
こ
と
。
現
在
も
特
徴
的
な

町
並
み
に
当
時
の
名
残
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

町
に
軍
需
工
場
が
複
数
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
太
平
洋
戦
争
で
は
県
下
で
２
番

目
に
大
き
な
空
襲
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

終
戦
後
、国
中
が
虚
脱
感
に
陥
る
な
か
、

蕨
で
は
次
代
を
担
う
若
者
た
ち
を
勇
気

づ
け
よ
う
と
、
蕨
町
青
年
団
が
中
心
と

な
っ
て
昭
和
21
年
に「
青
年
祭
」を
企
画
。

江

蕨
町
役
場
庁
舎
落
成

爆
弾
、
焼
夷
弾
が
投
下
さ
れ
、
被
害
が

死
者
約
50
人
、
罹
災
家
屋
約
４
０
０
戸

に
上
る

終
戦

全
国
に
先
駆
け
て
成
年
式
（
第
一
回
青

年
祭
）
が
行
わ
れ
る

蕨
駅
東
口
が
完
成
し
、
営
業
を
開
始 

現
在
の
南
町
２
・
３
丁
目
の
一
部
地
区

で
三
和
町
住
宅
の
建
設
が
始
ま
る

蕨
町
警
察
署
を
設
置

1942年1945年1946年1948年1949年 1928年
（昭和17年）（昭和20年）（昭和21年）（昭和23年）（昭和24年） （昭和３年）

　綿織物のまち蕨が
急速に都市化してい
った昭和40年頃まで
を紹介します。
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市
役
所
の
隣
、
旧
水
道
庁
舎
の
２
階
に
開
館
し
た
市

立
図
書
館
（
昭
和
40
年
～
49
年
）

蕨
高
校
講
堂
で
行
わ
れ
た
市
制
施
行
記
念
式
典

蕨
の
夏
の
風
物
詩
と
な
っ
た
機
ま
つ
り
（
写
真
は
昭

和
30
年
の
第
五
回
機
ま
つ
り
）

中
央
公
民
館
開
館

市
役
所
庁
舎
落
成

市
制
施
行
に
よ
り
蕨
市
が
誕
生

第
一
回
機
ま
つ
り
開
催

町
立
病
院
開
設
（
現
市
立
病
院
） 

消
防
署
庁
舎
落
成

市
立
図
書
館
開
館
（
現
在
地
に
移
転
し

た
の
は
昭
和
54
年
）

蕨
駅
駅
舎
落
成

広
田
達
雄
氏
が
第
三
代
市
長
に
就
任

金
子
吉
衛
氏
が
第
四
代
市
長
に
就
任

上
水
道
が
完
成
し
、
給
水
開
始

蕨
消
防
署
開
署

高
橋
庄
次
郎
氏
が
初
代
市
長
に
就
任

岡
田
徳
輔
氏
が
第
二
代
市
長
に
就
任

市
内
に
都
市
ガ
ス
導
入

1952年 1951年1958年1959年1963年1964年1965年1967年
（昭和27年） （昭和26年）（昭和33年）（昭和34年）（昭和38年）（昭和39年）（昭和40年）（昭和42年）

伝
統
あ
る
成
年
式
を
誇
り
に

Interview　

蕨
と
言
え
ば
「
成
人
式
発
祥
の

地
」。
蕨
の
こ
と
を
知
ら
な
い
友

人
に
は
そ
う
紹
介
し
て
い
ま
す
。

伝
統
を
守
り
つ
つ
、
時
代
に
合
わ

せ
た
式
を
作
り
上
げ
、
更
に
次
の

世
代
に
引
き
継
ぐ
。
今
年
１
月
の

成
年
式
で
は
、
そ
う
し
た
強
い
思

い
を
持
っ
て
開
会
宣
言
を
行
い
ま

し
た
。
緊
張
も
し
ま
し
た
が
、
自

分
ら
し
く
20
歳
の
節
目
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

蕨
は
小
さ
い
か
ら
こ
そ
、
ま
ち

の
一
員
だ
と
い
う
住
民
一
人
ひ
と

り
の
意
識
が
強
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
強
い
結
び
つ
き
の
な
か
、
青

年
団
の
温
か
な
思
い
に
よ
っ
て
始

ま
っ
た
成
年
式
は
今
や
全
国
的
に

も
注
目
さ
れ
る
蕨
の
誇
り
で
す
。

時
代
を
超
え
て
、
こ
れ
か
ら
も
続

い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 令和7年成年式実行委員長

福
ふく

田
だ

 力
りき

 さん
塚越５丁目

蕨の人口推移 県内市町村数の推移

0
大正9年 昭和22年 昭和45年 平成7年 令和2年 大正9年 昭和22年 昭和45年 平成7年 令和2年

20,000

40,000

60,000

80,000

0

50

100

150

200

250

300

350

400

27,964人（昭和22年）
臨時に行われた
戦後初の調査

77,225人（昭和45年）
最初のピークを迎える

74,326人
（前回調査・令和２年）
※本年調査は集計中

　大正９年(1920年)の第１回調査以来、国の最も基本的
で重要な統計調査として５年ごとに行われる国勢調査を
基に、蕨の人口をグラフにしました。第１回調査では蕨
町の人口は6,204人。戦後、昭和40年代にかけて急増し、
昭和45年調査では77,225人とピークを迎えます。その後
は微減・安定傾向にありましたが、近年は増加に転じ、今
年11月の住民基本台帳人口では77,218人となっています。

蕨の人口の推移
統計で見る蕨の100年①
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昭
和
か
ら
平
成
へ

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
都
市
基
盤
の
充
実
進
む
蕨

み
よ
い
ま
ち
」
と
い
う
蕨
の
大
き
な
魅

力
は
、
こ
の
時
期
か
ら
長
く
培
わ
れ
て

き
た
も
の
で
す
。

　

昭
和
48
年
に
は
蕨
駅
西
口
土
地
区
画

整
理
事
業
が
完
了
し
、
駅
前
広
場
が
完

成
。
昭
和
50
年
代
に
は
南
町
、
塚
越
で

下
水
道
の
ポ
ン
プ
場
が
通
水
を
開
始
す

る
な
ど
、
市
は
都
市
基
盤
の
整
備
を
更

に
進
め
る
と
同
時
に
、
ま
ち
の
歴
史
、

文
化
と
い
っ
た
地
域
の
個
性
を
生
か
す

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
昭

和
63
年
に
は「
蕨
市
ま
ち
づ
く
り
条
例
」

を
制
定
し
、
市
民
参
加
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
。
ま
た
、
こ
の
時
期
に
中

山
道
で
始
ま
っ
た「
宿
場
ま
つ
り
」は
、

蕨
の
歴
史
や
文
化
を
今
に
伝
え
る
市
民

参
加
型
の
祭
り
と
し
て
、
毎
年
多
く
の

人
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。
平
成
元
年

に
は
市
制
施
行
30
周
年
を
迎
え
、
お
な

じ
み
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
ワ
ラ
ビ
ー
」
も
誕
生
し
ま
し
た
。

後
の
復
興
を
遂
げ
た
日
本
は
、

昭
和
30
年
代
か
ら
40
年
代
に
か

け
て
、
高
度
経
済
成
長
期
を
迎
え
ま
し

た
。
こ
の
時
期
、
市
民
の
暮
ら
し
が
豊

か
に
な
っ
て
い
く
一
方
で
、
急
激
な
都

市
化
や
転
入
者
の
増
加
な
ど
が
進
み
、

地
域
社
会
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
が
懸

念
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
は
昭
和
44
年
、
市
制
施
行
10
周
年

を
機
に
「
蕨
市
民
憲
章
」
を
制
定
し
、

市
民
参
加
の
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
運

動
を
開
始
。
昭
和
49
年
に
は
「
蕨
市
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
推
進
条
例
」
を
制

定
し
、
住
民
の
自
主
的
な
参
加
に
基
づ

く
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成
と
、
活

動
の
拠
点
と
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ

ン
タ
ー
の
整
備
を
進
め
ま
し
た
。
当
時

先
進
的
で
あ
っ
た
こ
う
し
た
取
組
に
よ

っ
て
、
蕨
で
は
地
域
活
動
や
市
民
参
加

の
取
組
が
活
発
に
行
わ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
豊
か
で
住

戦

「
蕨
市
民
憲
章
」制
定
・
蕨
市
歌
制
定（
市

制
施
行
10
周
年
記
念
事
業
）

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

エ
ル
ド
ラ
ド
郡
と
姉
妹
都
市
締
結

南
町
ポ
ン
プ
場
通
水

蕨
城
址
公
園
開
園

蕨
駅
西
口
駅
前
広
場
完
成 

「
蕨
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
推
進
条

例
」
制
定

市
民
体
育
館
落
成

市
民
会
館
落
成

田
中
啓
一
氏
が
第
五
代
市
長
に
就
任

新
都
市
計
画
法
に
よ
り
全
域
市
街
化
区

域
に
指
定 

1969年1970年1973年1974年1975年1977年
（昭和44年）（昭和45年）（昭和48年）（昭和49年）（昭和50年）（昭和52年）

完
成
直
後
の
蕨
駅
西
口
駅
前
広
場

市
民
憲
章
推
進
運
動
の
一
環
と
し
て
駅
前
に
設
置
さ

れ
た
市
民
憲
章
ア
ー
チ

　住みよいまちづく
りと都市基盤の整備
が進んだ平成の初期
までを紹介します。
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変
わ
ら
ぬ
地
域
力
の
重
要
性

Interview　

子
ど
も
会
の
役
員
を
皮
切
り
に

地
域
活
動
に
携
わ
り
、
昨
年
度
か

ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協
議
会
の

会
長
を
務
め
て
い
ま
す
。こ
の
間
、

地
域
で
は
住
民
の
世
代
交
代
が
進

み
、
ま
た
、
障
害
の
あ
る
人
や
外

国
人
等
、
多
様
性
へ
の
理
解
が
課

題
に
な
る
な
ど
、
大
き
な
変
化
が

あ
り
ま
し
た
。
蕨
で
は
市
内
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
組
織
化
さ
れ
て
い

る
た
め
、そ
う
し
た
悩
み
を
共
有
、

相
談
で
き
る
の
が
強
み
で
す
ね
。

　

防
災
・
防
犯
な
ど
、
安
全
安
心

な
暮
ら
し
に
は
、
多
様
な
住
民
全

体
の
つ
な
が
り
が
必
要
だ
と
考
え
、

地
元
の
南
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員

会
で
は
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

の
研
修
な
ど
も
実
施
。
住
む
人
み

ん
な
に
優
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 蕨市コミュニティ運営協議会会長

足
あ

立
だち

 朋
とも

彦
ひこ

 さん
南町１丁目

塚
越
ポ
ン
プ
場
通
水

第
一
回
中
仙
道
宿
場
ま
つ
り
開
催 

「
蕨
市
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
制
定

｢

蕨
市
平
和
都
市
宣
言｣

を
制
定

成
年
式
発
祥
の
地
記
念
像
落
成
、
市
の

木
「
ケ
ヤ
キ
」・
市
の
花
「
サ
ツ
キ
」

を
制
定（
市
制
施
行
20
周
年
記
念
事
業
）

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ワ
ラ
ビ

ー
」
と
市
の
草
花
「
ニ
チ
ニ
チ
ソ
ウ
」

を
制
定（
市
制
施
行
30
周
年
記
念
事
業
）

保
健
セ
ン
タ
ー
落
成

歴
史
民
俗
資
料
館
落
成

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
落
成

群
馬
県
片
品
村
と
「
ふ
れ
あ
い
交
流
協

定
」
締
結

交
流
プ
ラ
ザ
さ
く
ら
落
成

市
民
公
園
開
園

1981年 1979年1984年1985年1988年1989年1990年1995年1996年1997年
（昭和56年） （昭和54年）（昭和59年）（昭和60年）（昭和63年）（昭和64年）

（平成元年）（平成２年）（平成７年）（平成８年）（平成９年）

市
制
施
行
30
周
年
記
念
パ
レ
ー
ド
で
お
披
露
目
さ
れ

た
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ワ
ラ
ビ
ー
」

市
民
公
園
の
開
園
記
念
ま
つ
り
に
は
地
元
子
ど
も
会

が
手
作
り
み
こ
し
で
参
加

　蕨市は日本でいちばん小さく、人口密度の高い市です。
その理由の一つは蕨町時代から一度も合併をしていない
こと。昭和元年には県内に369の市町村がありましたが、
昭和の大合併、平成の大合併の時代を経て、現在は63市
町村です。過去には蕨でも検討されたことはありますが、
合併せず今日に至っています。現在も日本一のコンパク
トシティとして、住みよいまちづくりが進んでいます。

日本一のコンパクトシティ・蕨
統計で見る蕨の100年②

蕨の人口推移 県内市町村数の推移

0
大正9年 昭和22年 昭和45年 平成7年 令和2年 大正9年 昭和22年 昭和45年 平成7年 令和2年

20,000

40,000

60,000

80,000

0

50

100

150

200

250

300

350

400 昭和元年　369市町村
（１市・43町・325村）

↓
現在　63市町村

（40市・22町・１村）

平成の
大合併

昭和の
大合併
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　21世紀に入ってか
ら現在までの蕨の歩
みと未来への展望を
紹介します。

そ
し
て
21
世
紀
へ

　
更
に
選
ば
れ
る
ま
ち
と
し
て
発
展
が
続
く
蕨

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
寄
附
も
あ
り
、
蕨
駅
西
口
に
平

和
都
市
宣
言
の
宣
言
塔
を
設
置

蕨
駅
西
口
地
区
７
番
街
区
の
再
開
発
に
よ
っ
て
、
公

共
公
益
施
設
く
る
る
が
オ
ー
プ
ン

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
開
始

ド
イ
ツ
ヘ
ッ
セ
ン
州
リ
ン
デ
ン
市
と
友

好
都
市
盟
約
締
結

川
口
市
・
蕨
市
・
鳩
ケ
谷
市
合
併
協
議

会
設
立
（
平
成
16
年
解
散
）

わ
ら
び
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

開
設

2002年
（平成14年）

2009年
（平成21年）

市
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
制
定
（
市
制
施
行

50
周
年
記
念
事
業
）

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
エ
ン
ジ

ェ
ル
わ
ら
ぶ
ー
」
制
定

2011年
（平成23年）

蕨
駅
西
口
地
区
７
番
街
区（
第
一
工
区
）

市
街
地
再
開
発
事
業
竣
工
、
公
共
公
益

施
設
く
る
る
落
成

2010年
（平成22年）

2007年
（平成19年）

賴
髙
英
雄
氏
が
第
六
代
市
長
に
就
任

蕨
市
平
和
都
市
宣
言
塔
設
置

子
ど
も
医
療
費
無
料
化
拡
大
（
令
和
６

年
に
高
校
生
年
代
ま
で
完
全
無
料
化
）

2008年
（平成20年）

わ
ら
び
り
ん
ご
公
園
開
園

拡
大
や
小
学
校
の
少
人
数
学
級
の
実
施
、

保
育
園
や
学
童
保
育
室
の
大
幅
な
増
設

な
ど
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環

境
を
整
備
。
ま
た
、
防
災
対
策
で
は
、

公
共
施
設
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
耐
震
化
、

民
間
事
業
者
等
と
の
災
害
協
定
の
締
結

な
ど
を
進
め
る
と
と
も
に
、
防
犯
対
策

も
犯
罪
認
知
件
数
が
平
成
15
年
の
ピ
ー

ク
時
か
ら
約
５
分
の
１
と
な
る
な
ど
、

充
実
し
て
き
ま
し
た
。こ
の
ほ
か
に
も
、

音
楽
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
や
蕨
ブ
ラ
ン

ド
な
ど
の
に
ぎ
わ
い
あ
る
ま
ち
づ
く
り
、

介
護
予
防
や
健
康
づ
く
り
な
ど
、
誰
も

が
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
市
民
の
皆

さ
ん
と
協
働
で
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
組
に
よ
っ
て
、
蕨
は
選

ば
れ
る
ま
ち
と
し
て
発
展
し
続
け
、
本

格
的
な
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
社
会

に
あ
っ
て
も
、
市
の
年
少
人
口
は
近
年

ま
で
横
ば
い
で
、
総
人
口
は
微
増
傾
向

が
続
い
て
い
ま
す
（
詳
細
左
㌻
）。

世
紀
に
入
り
、
日
本
は
バ
ブ
ル

崩
壊
後
の
長
引
く
経
済
の
低
迷

に
加
え
、
東
日
本
大
震
災
等
の
地
震
や

気
候
変
動
に
よ
る
災
害
が
相
次
ぎ
、
国

民
生
活
や
経
済
活
動
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
ま
し
た
。
一
方
で
、
携
帯
電
話

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
る
Ⅰ

Ｔ
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
な
ど
、
私
た
ち

の
生
活
は
よ
り
便
利
に
な
る
と
と
も
に
、

地
方
分
権
改
革
が
進
み
、
自
治
体
が
自

ら
地
域
の
課
題
を
解
決
し
、
魅
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
取
組
が
い
っ
そ

う
求
め
ら
れ
る
時
代
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
変
化
の
時
代
の
な
か
、
蕨

は
歴
史
や
文
化
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
豊

か
さ
と
利
便
性
の
高
さ
を
併
せ
持
つ
強

み
を
生
か
し
て
、
日
本
一
の
コ
ン
パ
ク

ト
シ
テ
ィ
を
目
指
し
て
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
き
ま
し
た
。
全
国
的
に
深
刻
な

少
子
化
が
進
む
な
か
で
も
、
蕨
市
は
県

南
で
い
ち
早
い
子
ど
も
医
療
費
無
料
化

21
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令
和
５
年
に
市
役
所
庁
舎
が
完
成
。
市
民
サ
ー
ビ
ス

や
災
害
対
応
の
拠
点
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た

ぷ
ら
っ
と
わ
ら
び
は
身
近
な
交
通
手
段
と
し
て
、

４
０
０
万
人
以
上
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
ル
ー
ト
を
拡

充
（
ル
ー
ト
を
再
編
し
、
３
台
運
行
か

ら
４
台
運
行
へ
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
全
国

的
な
流
行
（
市
独
自
の
緊
急
対
策
を
令

和
５
年
ま
で
８
次
に
わ
た
り
実
施
）

蕨
駅
西
口
地
区
市
街
地
再
開
発
事
業
・

第
二
工
区
着
工

市
役
所
庁
舎
落
成

2023年
（令和５年）

2024年
（令和６年）

2020年
（令和２年）

2012年
（平成24年）

市
内
小
学
校
全
学
年
で
の
少
人
数
学
級

編
制
を
完
了 

市
内
小
・
中
学
校
の
普
通
教
室
・
特
別

教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
完
了

2014年
（平成26年）

市
内
小
・
中
学
校
施
設
の
耐
震
補
強
工

事
が
完
了
し
耐
震
化
率
が
１
０
０
％
に 

2019年
（平成31年）
（令和元年）

栃
木
県
大
田
原
市
と
「
ふ
れ
あ
い
交
流

協
定
」
締
結

蕨
市
市
制
施
行
60
周
年
記
念
式
典
開
催

2018年
（平成30年）

北
町
公
民
館
が
優
良
公
民
館
文
部
科
学

大
臣
表
彰
を
受
賞
し
、
全
７
公
民
館
が

受
賞
を
達
成

市
立
病
院
の
移
転
建
替
え
方
針
決
定

錦
町
ス
ポ
ー
ツ
広
場
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル 

　

こ
の
よ
う
な
蕨
の
発
展
に
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
ま
ち
へ
の
愛
着
と
高
い
地

域
力
に
支
え
ら
れ
た
１
０
０
年
の
歩
み

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
蕨
は
令
和

５
年
に
市
民
サ
ー
ビ
ス
と
災
害
対
応
の

拠
点
と
な
る
市
庁
舎
建
替
え
を
完
了
、

令
和
９
年
の
竣
工
に
向
け
現
在
工
事
が

進
む
蕨
駅
西
口
再
開
発
、
令
和
11
年
度

の
開
院
に
向
け
設
計
を
進
め
る
市
立
病

院
の
移
転
建
替
え
等
、
未
来
へ
の
飛
躍

に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
が
進
ん
で
い
ま

す
。
市
で
は
こ
れ
か
ら
も
、
市
民
に
最

も
身
近
な
地
方
自
治
体
と
し
て
、
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

飛
躍
す
る
蕨
の
明
る
い
未
来
へ

温
か
い
つ
な
が
り
が
続
く
蕨

Interview　

私
は
蕨
で
生
ま
れ
育
ち
ま
し
た

が
、
町
会
や
子
ど
も
会
の
イ
ベ
ン

ト
で
近
所
の
皆
さ
ん
に
温
か
く
見

守
ら
れ
て
育
っ
て
き
た
と
実
感
し

て
い
ま
す
。今
で
は
母
親
に
な
り
、

２
歳
の
息
子
を
育
て
て
い
る
と
、

い
ろ
い
ろ
な
施
設
が
ギ
ュ
ッ
と
ま

と
ま
っ
て
い
る
蕨
は
、
各
地
区
の

子
育
て
講
座
な
ど
に
も
参
加
で
き

て
、
子
育
て
の
し
や
す
さ
を
感
じ

ま
す
ね
。
こ
れ
か
ら
新
し
い
図
書

館
や
中
山
道
沿
い
の
交
流
拠
点
が

で
き
る
の
で
、
ま
す
ま
す
集
ま
れ

る
場
所
が
増
え
る
の
が
楽
し
み
で

す
。た
く
さ
ん
の
人
と
関
わ
っ
て
、

息
子
に
は
思
い
や
り
の
あ
る
人
に

な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
地
域
の
皆
さ
ん
と
温
か
い
交
流

が
続
く
よ
う
な
蕨
で
い
て
く
れ
る

と
い
い
で
す
ね
。

西
にし

森
もり

 莉
り

歩
ほ

 さん　

　　 文
あや

都
と

 ちゃん
中央４丁目

0

5,000

10,000

66,000

68,000

70,000

72,000

74,000

76,000

78,000

（人） （人）

総人口 年少人口

総人口と年少人口の推移

72,474
73,304

73,800
74,693

75,254
75,654

75,841
75,313

75,195
75,907

76,357

7,881 7,684

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

年少人口（0～14歳）はおおむね横ばい
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市
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
エ
ル
ド

ラ
ド
郡
は
姉
妹
都
市
と
し
て
、
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
や
青
少
年
交
流
な
ど

の
心
の
通
い
合
う
市
民
交
流
を
続

け
て
き
ま
し
た
。
今
年
で
50
周
年

の
節
目
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
10

月
31
日
か
ら
８
日
間
、
エ
ル
ド
ラ

ド
訪
問
団
の
皆
さ
ん
が
蕨
を
訪
れ
、

記
念
式
典
や
宿
場
ま
つ
り
へ
の
参

加
、
日
本
文
化
の
体
験
な
ど
を
楽

し
み
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の

様
子
を
写
真
で
お
伝
え
し
ま
す
。

蕨
　エルドラド郡プラサビル市
より、マーナ・ハンセス女史
が昭和49年に郡議会の姉妹都
市締結申し入れの議決書を持
って来蕨し、翌昭和50年に姉
妹都市を締結。以降、訪米、
訪日を重ね親交を深め、国際
親善に力を注いできました。

昭和50年に姉妹都市を締結

①市民公園内友好交流記念碑
とエルドラド訪問団の皆さん
②姉妹都市締結50周年記念式
典・懇親会　③宿場まつり・
宿場道中大行列　④東中学校
の生徒が日本文化を英語で紹
介　⑤書道・茶道体験　⑥さ
よならパーティ

蕨市・エルドラド郡

特集：フォトリポート

姉妹都市締結50周年

①

②

②

②

②
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③

③③

④

④

⑤

⑤

⑥

⑥



心
に
近
く
利
便
性
の
高
い

蕨
市
に
は
、
多
く
の
外
国

人
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
日
本
人

と
外
国
人
が
と
も
に
暮
ら
し
や
す

い
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

市
は
令
和
４
年
に
「
蕨
市
多
文
化

共
生
指
針（
詳
細
下
枠
）」を
策
定
。

ご
み
分
別
の
多
言
語
表
記
や
日
本

語
で
の
会
話
が
困
難
な
児
童
生
徒

へ
の
支
援
、
外
国
人
相
談
窓
口
の

設
置
、
多
言
語
通
訳
機
の
導
入
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
を
進
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
に
は
日
常

生
活
に
必
要
な
市
役
所
の
サ
ー
ビ

ス
や
日
本
の
暮
ら
し
の
マ
ナ
ー
を

多
言
語
で
ま
と
め
た
「
外
国
人
生

活
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
作
成
。
外

国
人
転
入
者
へ
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

今
月
６
日
に
は
文
化
の
理
解
や

多
文
化
交
流
を
図
る
た
め
、「
み
ん

な
の
広
場
」を
開
催（
詳
細
下
枠
）。

外
国
人
落
語
家
に
よ
る
日
本
語
落

語
や
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
作
り
が

楽
し
め
ま
す
。
言
葉
や
文
化
の
違

い
を
越
え
た
交
流
が
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

市
は
こ
れ
か
ら
も
一
人
ひ
と
り

が
お
互
い
を
尊
重
し
、
誰
も
が
住

み
よ
い
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く

り
へ
の
取
組
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

都

多
文
化
共
生

と
も
に
心
豊
か
に
生
き
る

　

時
代
の
変
化
の
な
か
、
日
本
で
暮
ら
す
外
国
人

は
全
国
的
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
言

葉
や
文
化
の
違
い
を
越
え
た
、
誰
も
が
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
へ
の
市
の
取
組
等
を
紹
介
し
ま
す
。

問い合わせ＝
市民協働課

（緯433・7745）

欒
ラン

 聖
セイ

函
カン

 さん
（塚越在住｡ みんな

の広場実行委員）

　自動車産業に興味が
あり、勉強のため昨年
来日しました。みんな
の広場は日本の文化を
学べ、国際交流もでき
る良い機会だと思うの
で、国籍問わず多くの
人に来てほしいです。

◦国籍や民族、文化などの違いにかかわ
らず、互いに認め合い、一人ひとりの人
権が尊重され、協力し合いながら、心豊
かな笑顔あふれる多文化共生のまちを目
指す計画
◦期間は令和４年度から８年
度の５年間
詳細＝右記二次元コード

多文化共生指針とはpoint

Interview

多文化共生フェス　みんなの広場

日時＝６日（土）　午後１時～３時
場所＝中央公民館（中央４-21-29）
内容＝
①みんなで触れよう！日本の文化 
落語／江戸落語では唯一の外国人
落語家、三

さん

遊
ゆう

亭
てい

好
こう

青
せい

年
ねん

さん（スウェ
ーデン出身）が大人も子どもも楽
しめる日本語落語を披露します！
②みんなで作ろう！クリスマスカ
ード／クリスマスカードを作って、
お茶やお菓子を食べながら交流し
ます。みんなで楽しみましょう！
費用＝無料
※申し込みは不要。直接会場へ

三遊亭好青年さん／落語家。
スウェーデン出身。五代目
圓楽一門会所属

蕨駅

市役所 福祉・児童センター

中央公民館
和樂備神社

蕨商工
会議所

市役
所通
り

一本杉通り

駅前
通り

西口北町

中央

広報WARABI　12



蕨市職員募集
日本一のコンパクトシティで　
　　ともに未来を開きませんか

令和８年４月１日採用予定！
１次試験　１月18日（日）

申し込み＝１月８日正午までに右記二次
元コード内の電子申請フォームから
詳細＝人事課（緯433・7746）または右記
二次元コード

期間＝25日まで
※実施日は希望者と担当職員間で日程調整。
内容＝業務・試験内容等の紹介、職場・現場
見学、職員とのフリートークなど
申し込み＝18日までに右記二次元
コード内の電子申請フォームから

技術職 職場見学会

一般枠 １次試験免除枠

※技術職の採用日は４月１日を基本とし、応相談。

技術職
（土木・建築・電気・機械）

対象＝18～40歳 対象／有資格者
土木・建築＝55歳以下
電気・機械＝50歳以下

５人程度

蕨市の採用試験の特徴point

①公務員試験対策不要！（事務職・消防職）
②人物重視の試験内容！
③インターネットで簡単申し込み！
④コンパクトな試験日程！

５人程度
事務職 対象＝18～25歳

若干人
保育士 対象＝30歳以下

若干人
保健師 対象＝35歳以下

若干人
消防職 対象＝18～24歳

⇩
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定住意識 まちへの愛着

▼
蕨
市
水
泳
連
盟
水
泳
サ
ー
ク
ル　

月
曜
日　

昼
の
部
＝
午
後
１
時
半　

夜
の
部
＝
午
後
７
時
半　

ル
ネ
サ
ン

ス
蕨
24
〈
根
岸
・
緯
446
・
５
０
２
２
〉

▼
蕨
市
邦
楽
舞
踊
連
盟（
お
は
や
し
）   

月
１
回
程
度　

旭
町
公
民
館　

月
２

０
０
０
円
〈
花
ノ
本
・
緯
090
・
３
２

０
６
・
０
７
０
６
〉

▼
わ
ら
び
寄
席
（
落
語
会
の
運
営
）

不
定
期　

く
る
る
〈
平
塚
・
緯
050
・

１
８
０
９
・
８
８
８
５
〉

▼
千
の
会（
日
本
舞
踊
）　

第
２
・
４

金
曜
日　
午
前
10
時　
東
公
民
館
〈
花

柳
・
緯
090
・
９
８
２
６
・
３
４
９
９
〉

▼
蕨
塚
越
サ
ッ
カ
ー　

土
・
日
曜
日
・

祝
日　

東
小
学
校
か
塚
越
小
学
校　

年
長
〜
小
学
生　
月
２
５
０
０
円〈
浦

野
・
緯
090
・
４
１
３
９
・
１
３
８
２
〉

▼
ね
こ
の
み
み（
お
し
ゃ
べ
り
交
流
）

月
１
回　

正
午　

市
内　

５
０
０
円

〈
岩
本
・
緯
090
・
３
４
３
１
・
４
２
９
５
〉

▼
健
康
体
操
ク
ラ
ブ　

木
曜
日　

午

前
10
時　

下
蕨
公
民
館　

月
２
０
０

０
円
〈
柳
元
・
緯
442
・
８
８
７
５
〉

▼
北
町
囲
碁
ク
ラ
ブ　

土
曜
日　

午

後
０
時
半　
北
町
公
民
館　
無
料
〈
小

林
・
緯
431
・
３
１
８
０
〉

●
仲
間
に
な
り
ま
せ
ん
か

情報ダイヤル
掲載は無料で抽選です（前月
未掲載の団体優先）。申し込み
＝毎月１日～５日の平日に秘
書広報課（緯433・7703）へ
※いただいた
情報は、市ホ
ームページに
も掲載します。

リポートそこが知りたい〈１46〉
 

皆
さ
ん
の
声
を
市
政
に
生
か
し
ま
す

市
民
意
識
調
査
の
結
果
ま
と
ま
る

蕨の「いま」を
　　　　伝えます!!

　市では、市民の皆さんのまちづ
くりに対する意見･要望を把握し､
市民と行政が一体となったまちづ
くりを推進していくため、18歳以
上の市民を対象に、市民意識調査
を毎年実施しています｡ここでは､
主な調査結果を紹介します。

み
ん
な
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
へ

着
」
を
「
感
じ
て
い
る
」
と
答
え

た
人
は
78
・
１
％
と
、
約
８
割
と

い
う
高
水
準
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、「
定
住
意
識
」で
は
、
今
後
も

蕨
市
に
「
住
み
た
い
」
と
答
え
た

人
が
80
・
０
％
と
な
り
、「
ま
ち
へ

の
愛
着
」
同
様
、
高
い
評
価
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た（
上
グ
ラ
フ
）。
い

ず
れ
も
理
由
は
、「
買
い
物
や
通
勤
、

通
学
な
ど
生
活
に
便
利
だ
か
ら
」

が
１
位
、「
災
害
が
少
な
く
安
全
だ

か
ら
」
が
２
位
で
し
た
。
こ
れ
ら

の
結
果
か
ら
、
多
く
の
人
が
蕨
市

に
愛
着
や
住
み
や
す
さ
を
感
じ
て

い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

令和７年度市民意識調査

調査期間：８月１日～22日
調査内容：
◎まちへの愛着
◎定住意識
◎ まちづくり（防災、子育て、健康づ

くりなど９分野）
◎重点施策　　　　　　など全22項目
調査対象： 市内在住の18歳以上の男女

1,000人（無作為抽出）
回収率：46.1％（461人）

※
今
回
よ
り
選
択
肢
か
ら「
わ
か
ら
な
い
」を
削
除

　

今
回
の
調
査
対
象
は
、
18
歳
以

上
の
市
内
在
住
者
か
ら
無
作
為
抽

出
し
た
１
０
０
０
人
。
そ
の
う
ち

４
６
１
人
の
回
答
が
あ
り
、
回
収

率
は
46
・
１
％
で
し
た（
下
囲
み
）。

　

そ
れ
で
は
主
な
項
目
を
見
て
み

ま
し
ょ
う
。
ま
ず
、「
ま
ち
へ
の
愛

住みたくない
17.4％

誤記・無回答
2.6％

住みたい
80.0％

誤記・無回答
1.1％

感じていない
20.8％

感じている
78.1％

ま
ち
に
愛
着
感
じ
る
約
８
割

暮
ら
し
や
す
さ
に
高
い
評
価
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▼
蕨
ラ
グ
ビ
ー
ス
ク
ー
ル　

土
曜
日   

午
前
９
時　

東
小
学
校　

小
学
生　

月
１
０
０
０
円
〈
小
林
・
糸y.koba 

rugby@
gm

ail.com

〉

▼
蕨
北
町
サ
ッ
カ
ー　

土
・
日
曜
日
・

祝
日　

北
小
学
校　

年
中
〜
小
学
生   

月
１
５
０
０
〜
２
０
０
０
円
（
未
就

学
児
は
年
２
０
０
０
円
）〈
小
泉
・
緯

090
・
４
９
４
８
・
５
９
３
６
〉

▼
南
囲
碁
ク
ラ
ブ　

火
曜
日　

午
前

９
時
半　

南
公
民
館　

無
料　

蕨
市

出
身
プ
ロ
棋
士
に
よ
る
指
導
碁
あ
り

（
不
定
期
）〈
山
本
・
緯
432
・
４
５
４
３
〉

▼
蕨
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
ク
ラ
ブ　

金
曜

日　

午
後
１
時　

西
公
民
館　

月
５

０
０
円〈
武
山
・
緯
080
・
１
３
５
９
・
３

８
７
０
〉

▼
成
人
向
け
テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル　

１

月
８
日
〜
３
月
26
日　

木
曜
日　

全

12
回　

午
後
７
時
15
分　

富
士
見
テ

ニ
ス
コ
ー
ト　

初
心
者　

先
着
20
人   

１
万
２
０
０
０
円
〈
田
代
・
緯
070
・

６
４
６
０
・
０
１
９
３
〉

▼
簡
単
ニ
ョ
ッ
キ
作
り　

18
日（
木
）   

午
前
10
時
半　

西
公
民
館　

ど
な
た

で
も　

８
０
０
円
〈
小
西
・
緯
090
・

９
２
０
６
・
７
２
５
８
〉

▼
南
町
太
極
拳
ク
ラ
ブ
無
料
体
験
会   

５
日
〜
19
日　

毎
週
金
曜
日　

午
後

１
時　
南
公
民
館　
ど
な
た
で
も
〈
小

林
・
緯
080
・
６
２
２
１
・
３
９
８
７
〉

▼
蕨
断
酒
会　

12
日（
金
）＝
南
公
民

館　

18
日（
木
）＝
旭
町
公
民
館　

１

月
６
日（
火
）＝
中
央
公
民
館　

午
後

７
時　

お
酒
を
止
め
た
い
人
・
家
族

の
酒
害
で
お
困
り
の
人
〈
大
住
・
緯

090
・
２
７
４
９
・
９
６
４
０
〉

●
参
加
し
ま
せ
ん
か

　

続
い
て
は
、
今
後
の
市
政
の
重

点
施
策
37
項
目
に
つ
い
て
、「
重
要

度
」、「
満
足
度
」
の
両
面
か
ら
お

聞
き
し
た
結
果
で
す
（
上
囲
み
）。

　
「
重
要
度
」は
、
１
位
が
「
防
犯

対
策
」、
２
位
が「
消
防
・
救
急
体

制
」、３
位
が
「
防
災
対
策
」
と
な

り
、昨
年
同
様
、安
全
・
安
心
分
野

へ
の
関
心
が
上
位
を
占
め
ま
し
た
。

「
満
足
度
」
は
、
１
位
が
「
消
防
・

救
急
体
制
」、２
位
が「
防
災
対
策
」、

３
位
が
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
な

ど
の
公
共
交
通
の
充
実
」と
な
り
、

「
消
防
・救
急
体
制
」と「
防
災
対
策
」

は
、
重
要
度
に
続
い
て
満
足
度
で

も
高
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
防
災
や
健
康
づ
く
り
な

ど
、「
ま
ち
づ
く
り
」に
関
す
る
９

分
野
に
つ
い
て
も
意
見
を
伺
い
ま

し
た
。
そ
の
う
ち
防
災
に
つ
い
て

は
、「
災
害
に
備
え
て
何
か
準
備
を

し
て
い
る
か
」
と
い
う
設
問
に
対

し
、「
非
常
用
の
食
料
や
保
存
水
を

用
意
し
て
い
る
」
な
ど
、
約
９
割

の
人
が
災
害
へ
の
備
え
を
し
て
い

る
と
回
答
し
ま
し
た
。
特
に
「
ト

イ
レ
処
理
セ
ッ
ト
な
ど
を
用
意
し

て
い
る
」
と
答
え
た
人
は
、
昨
年

か
ら
７
・
８
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
約

４
割
と
な
り
、
災
害
時
の
生
活
環

境
を
意
識
し
た
備
え
の
広
が
り
が

見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
健
康
づ
く

り
に
つ
い
て
の
設
問
に
対
し
、「
健

康
に
気
を
付
け
て
い
る
」、「
あ
る

程
度
は
気
を
付
け
て
い
る
」
と
答

え
た
人
は
昨
年
か
ら
７
・
５
ポ
イ

ン
ト
増
の
約
９
割
と
な
り
、
皆
さ

ん
の
健
康
へ
の
関
心
の
高
さ
が
う

か
が
え
ま
す
。
加
え
て
、
週
１
日

以
上
運
動
す
る
と
答
え
た
人
も
６

割
を
超
え
、
運
動
習
慣
の
定
着
も

見
ら
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
こ
う
し
た
結
果
を
基
に
、

今
後
も
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る

ま
ち
を
目
指
し
、
各
施
策
の
充
実

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
な
お
、
調

査
結
果
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
御
覧

に
な
れ
ま
す
。

安
全
・
安
心
の
分
野
に
対
し

高
い
関
心
が
集
ま
る
結
果
に

皆
さ
ん
の
意
見
を
生
か
し
て

よ
り
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
へ

▲地域ぐるみでの防災対策を推進（写真は
総合防災演習の負傷者搬送訓練）

▲皆さんの安全を見守るため、青色回転灯
を付けたパトロールカーが夜間に巡回

▲蕨市の救急隊は、通報から平均約７分30
秒で現場に到着（全国平均は約10分）

重　要　度 満　足　度

１位　防犯対策
２位　消防・救急体制
３位　防災対策
４位　上・下水道の整備、雨水対策
５位　地域における医療体制の充実と
　　　市立病院の充実

１位　消防・救急体制
２位　防災対策
３位　�コミュニティバスなどの公共交通

の充実
４位　高齢者支援
５位　健康（健幸）づくりの推進

防災対
策

防犯対
策 消防・

救急体
制

今後の市政の
重点施策

上位の
結果

37項目

防
災
意
識
と
健
康
へ
の
関
心

と
も
に
約
９
割
の
高
水
準
に

問
い
合
わ
せ
＝
政
策
課（
緯
433･

７
６
９
８
）
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写
真
で
振
り
返
る

　
　わ
ら
び
こ
の
一
年

１月
12
日　
消
防
出
初
式

13
日　
第
79
回
蕨
市
成
年
式
①

18
日　
市
民
健
康
公
開
講
座(

東
京
医
大
連
携
事
業)

27
日　
戸
田
市･

蕨
戸
田
衛
生
セ
ン
タ
ー
組
合･

明
治

　
　
　
グ
ル
ー
プ
・
サ
ン
ト
リ
ー
グ
ル
ー
プ
と
協
定

　
　
　
締
結(

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
水
平
リ
サ
イ
ク
ル)

２月
16
日　
第
15
回
み
ん
な
の
広
場

21
日　
蕨
祭
（
～
22
日
）

３月
１
日　
避
難
所
運
営
訓
練
（
蕨
高
校
）

　
　
　
歴
史
民
俗
資
料
館
第
44
回
特
別
展(

～
５
月
11
日)

５
日　
岩
手
県
大
船
渡
市
の
林
野
火
災
支
援(

～
10
日
）

８
日　
第
53
回
蕨
市
消
費
生
活
展

21
日　
蕨
警
察
署
・
キ
リ
ン
ビ
バ
レ
ッ
ジ
株
式
会
社

と
協
定
締
結
（
防
犯
活
動
）②

22
日　
桜
の
ま
ち
南
町
文
化
展
（
～
23
日
）

25
日　
「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
蕨
」将
来
ビ
ジ
ョ
ン
推

進
プ
ラ
ン
Ⅲ
策
定

　
　
　
第
３
期
蕨
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
策
定

28
日　
社
会
福
祉
法
人
畏
敬
会
と
協
定
締
結(

災
害)

　
　
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
い
き
い
き
タ
ウ
ン
蕨

と
協
定
締
結
（
災
害
）

30
日　
市
民
公
園
桜
ま
つ
り
③

31
日　
市
立
病
院
整
備
基
本
構
想
及
び
基
本
計
画
策
定

　
　
　
蕨
市
地
域
福
祉
計
画
・
蕨
市
再
犯
防
止
推
進

計
画
策
定

　
　
　
蕨
市
仮
設
庁
舎
跡
地
利
活
用
基
本
計
画
策
定

　
　
　
中
心
市
街
地
活
性
化
プ
ラ
ン
策
定

　
　
　
ス
マ
ー
ト
ウ
エ
ル
ネ
ス
シ
テ
ィ
蕨
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
策
定

　
　
　
第
３
期
蕨
市
教
育
振
興
基
本
計
画
策
定

　
　
　
蕨
市
こ
ど
も
計
画
策
定

４月
１
日　
民
間
留
守
家
庭
児
童
指
導
室
を
開
設
（
キ
ッ

ズ
ク
ラ
ブ
わ
ら
び
東
）

　
　
　
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
用
品
購
入
費
助
成
開
始

　
　
　
Ａ
Ｙ
Ａ
世
代
が
ん
患
者
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
在

宅
療
養
生
活
支
援
補
助
開
始

　
　
　
１
か
月
児
健
康
診
査
助
成
開
始

　
　
　
不
妊
治
療
費
（
先
進
医
療
）
助
成
開
始

　
　
　
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
定
期
予
防
接
種
開
始

　
　
　
妊
婦
の
た
め
の
支
援
事
業
開
始

11
日　
セ
カ
ン
ド
ブ
ッ
ク
事
業
開
始

12
日　
市
長
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
（
～
20
日
）

23
日　
松
本
隆
男
氏
が
教
育
長
に
再
任

29
日　
苗
木
市
・
藤
ま
つ
り
④

５月
１
日　
蕨
あ
る
こ
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
第
２
弾
の
実
施

　
　
　
（
～
31
日
）

　
　
　
公
設
公
営
留
守
家
庭
児
童
指
導
室
全
室
に
Ｉ

Ｃ
Ｔ
機
器
導
入
完
了

　
　
　
わ
ら
び
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
パ
ー
ト
ナ
ー
制
度
の
創
設

21
日　
和
樂
備
神
社
と
協
定
締
結
（
災
害
）

23
日　
プ
ラ
ン
タ
ー
・
フ
ァ
ー
ム
in
わ
ら
び　
プ
ラ

ン
タ
ー
キ
ッ
ト
の
配
布
（
～
６
月
13
日
）

25
日　
わ
ら
び
子
育
て
支
援
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
５
・

　
　
　
こ
ど
も
ま
つ
り

26
日　
校
内
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー｢

ｅ-

ｓ
ｔ
ａ.｣

開
室
⑤

　
　
　
女
子
サ
ッ
カ
ー
教
室
（
～
３
月
23
日
予
定
）

６月
１
日　
ク
ー
ル
オ
ア
シ
ス
蕨
開
始
（
～
９
月
30
日
）

　
　
　
指
定
暑
熱
避
難
施
設
（
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル

タ
ー
）
の
指
定
（
～
９
月
30
日
）

　
　
　
ク
リ
ー
ン
わ
ら
び
市
民
運
動
⑥

６
日　
前
立
腺
が
ん
検
診
開
始

⑤校内教育支援センター｢e-sta.｣開室 ⑥クリーンわらび市民運動

⑦蕨市プレミアム付き
デジタル商品券利用期間開始

③市民公園桜まつり

②蕨警察署・キリンビバレッジ
株式会社と協定締結（防犯活動）

①第79回蕨市成年式

④苗木市・藤まつり

　12月を迎え、今年も残
すところあと僅かとなり
ました。そこで16、17㌻
では市政やイベントなど
蕨のこの一年を写真とと
もに振り返ります。

2025
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写真で振り返るわらびこの一年

６月
６
日　
乳
が
ん
検
診
を
個
別
検
診
へ
移
行

19
日　
わ
ら
び
防
災
大
学
校
開
校（
～
３
月
26
日
予
定
）

７月
１
日　
蕨
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
デ
ジ
タ
ル
商
品
券
利

用
期
間
開
始
（
～
12
月
31
日
予
定
）⑦

　
　
　
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
開
始

４
日　
ス
ケ
ア
ー
ド
・
ス
ト
レ
イ
ト
交
通
安
全
教
室

（
蕨
高
校
）

５
日　
あ
さ
が
お
＆
ほ
お
ず
き
市
（
～
６
日
）⑧

12
日　
蕨
戸
田
衛
生
セ
ン
タ
ー
火
災

　
　
　
歴
史
民
俗
資
料
館
戦
後
80
年
・
蕨
市
平
和
都

市
宣
言
40
周
年
記
念　
第
36
回
平
和
祈
念
展

（
～
９
月
15
日
）

　
　
　
わ
ら
て
つ
ま
つ
り
２
０
２
５
（
～
13
日
）

19
日　
夏
休
み
！
ワ
ク
ワ
ク
自
然
体
験
ツ
ア
ー
in
片

品
（
～
20
日
）

22
日　
国
際
青
少
年
キ
ャ
ン
プ
in
リ
ン
デ
ン
（
～
８

月
２
日
）

　
　
　
公
設
留
守
家
庭
児
童
指
導
室
で
夏
季
休
業
期

間
中
の
お
弁
当
配
達
サ
ー
ビ
ス
開
始

８月
１
日　
子
育
て
ア
プ
リ
「
わ
ら
べ
び
」
の
導
入

　
　
　
わ
ら
び
機
ま
つ
り
（
～
３
日
）⑨

２
日　
戦
後
80
年
・
蕨
市
平
和
都
市
宣
言
40
周
年
記

念
行
事
⑩

20
日　
み
ん
な
で
創
る
わ
ら
び
推
進
条
例
市
民
懇
談
会

22
日　
住
友
生
命
保
険
相
互
会
社
と
協
定
締
結
（
包

括
連
携
）

29
日　
第
11
回
蕨
市
民
音
楽
祭
（
～
31
日
）⑪

９月
13
日　
お
年
寄
り
を
敬
う
会

20
日　
第
７
回
Ｗ
Ｅ
リ
ー
グ
応
援
ツ
ア
ー

23
日　
図
書
館
新
シ
ス
テ
ム
稼
働
開
始

27
日　
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
～
11
月
９
日
）⑫

10月
１
日　
蕨
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
運
用
開
始

　
　
　
子
育
て
ア
プ
リ
「
わ
ら
べ
び
」
の
オ
ン
ラ
イ

ン
届
出
・
予
約
機
能
の
拡
充

11
日　
第
62
回
蕨
市
文
化
祭
（
～
11
月
23
日
）

　
　
　
農
家
宿
泊
体
験
ツ
ア
ー
in
大
田
原（
～
13
日
）

18
日　
歴
史
民
俗
資
料
館
オ
ー
タ
ム
ギ
ャ
ラ
リ
ー
２

　
　
　
０
２
５
（
～
12
月
21
日
予
定
）

21
日　
第
15
回
中
学
生
の
主
張
in
わ
ら
び
⑬

24
日　
市
民
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
５

26
日　
第
25
回
わ
ら
び
健
康
ま
つ
り
・
第
27
回
歯
ッ

ピ
ー
わ
ら
び
⑭

30
日　
蕨
市
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム

11月
１
日　
蕨
市
・
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
エ
ル
ド
ラ
ド
郡
姉

妹
都
市
締
結
50
周
年
記
念
式
典

３
日　
中
仙
道
武
州
蕨
宿
宿
場
ま
つ
り

　
　
　
蕨
市
け
や
き
文
化
賞
・
自
治
功
労
者
表
彰
式

11
日　
金
婚
祝
式

12
日　
第
56
回
蕨
市
公
募
美
術
展
覧
会
（
～
16
日
）

15
日　
第
10
回
蕨
市
議
会
報
告
会

16
日　
蕨
市
総
合
防
災
演
習
（
中
央
小
学
校
）

19
日　
電
気
自
動
車
の
公
用
車
の
導
入

21
日　
園
芸
品
評
会
（
～
22
日
）

22
日　
第
14
回
蕨
市
健
や
か
メ
デ
ィ
ア
推
進
大
会

29
日　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
in
蕨
市
民
公
園

12月（予定）
１
日　
蕨
あ
る
こ
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
第
３
弾
の
実
施

（
～
31
日
）

　
　
　
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
等
の
分
別
方
法
変
更

６
日　
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
彩
の
国
さ
い
た
ま
２
０
２
６

蕨
市
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会　
蕨
市
将
棋
団
体
戦

　
　
　
第
16
回
み
ん
な
の
広
場

７
日　
ク
リ
ー
ン
わ
ら
び
市
民
運
動

⑩戦後80年・蕨市平和都市宣言40周年記念行事

⑧あさがお＆ほおずき市

⑪第11回蕨市民音楽祭 ⑨わらび機まつり

⑫生涯学習フェスティバル
（写真は南町地区）

⑬第15回中学生の主張
in わらび

⑭第25回わらび健康まつり・
第27回歯ッピーわらび　
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ま
ち
の
話
題

　先月３日、市の文化功労者に贈られる、
「けやき文化賞」の表彰式がくるるで行われ
ました。今年度の受賞者は音楽家でオペラ
指揮者の山

やま

舘
だて

冬
ふゆ

樹
き

氏です。指揮者としての
活躍のほか、蕨市音楽家協会の副会長やチ
ェンバーオーケストラ蕨の音楽監督を務め、
市民への音楽の普及にも貢献しています。

「けやき文化賞」に山舘氏

肉と音楽でまちを元気に

　先月11日、結婚50周年を迎えるご夫婦を
祝う金婚祝式を市民会館で開催。記念写真
を撮影した後に式典が行われ、招待者代表
のご夫婦から謝辞が述べられました。その
後、参加した16組は食事や懇談、大正琴の
演奏などを楽しみながら、ともに過ごした
これまでの日々に思いをはせていました。

ともに歩んだ50年を祝う

　｢肉と音楽｣をテーマに、蕨の商工業の魅
力発信を目的に毎年開催されている「わら
んちゅフェスティバル」｡今年は先月８日と
９日に市民公園で開かれ､延べ３万5,000人
が訪れました。52個の飲食店ブースが軒を
連ねたほか､ ステージ発表などが行われ､
にぎわう会場には笑顔があふれていました｡

こ
こ
で
は
11
月
上
旬
か
ら
11
月
中
旬
ま
で
の
話
題
を
紹
介
し
ま
す

 

ビ
デ
オ
マ
ー
ク
が
つ
い
て
い
る
話
題
は
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
で
放
映
し
ま
す

市からのお知らせ・地域の話題などをお送りします
「ハローわらび」12月の番組表

「ハローわらび」ＤＶＤ／放送終了後から貸し出します　無料　詳細・貸し出し場所＝秘書広報課（☎433・7703）

放送時間は、毎日午前９時・
正午・午後３時・６時・９時
からそれぞれ45分間です。

11/28（金）～12/4（木）
00 タウンタウン

わらび健康まつり・
　　　　歯ッピーわらび
乳幼児のための
　応急手当と救急蘇生法

05

10 蕨市政なう！

仮設庁舎跡地に
にぎわい交流拠点を整備！15

20 採れたてスポット
地域の話題が盛りだくさん

30 知って得する暮らしの情報

CATV

5（金）～11（木）
市政ガイド
わらび市政ほっとNews

タウンタウン
蕨市・エルドラド郡姉妹
都市締結50周年記念式典
特集・ウィークリープラス

三遊亭鬼丸独演会

市政ガイド
市民意識調査結果が
　　　　　　　まとまる
知って得する暮らしの情報

12（金）～18（木）
タウンタウンワイド

あひるの家
　　　　ミニ健康まつり

金婚祝式

造形あそび　クリスマス

蕨市総合防災演習

市長の “ほっと訪問”
職人さん応援団
　上田衣料（塚越２丁目）
知って得する暮らしの情報

19（金）～25（木）
市政ガイド
わらび市政ほっとNews

タウンタウン
さわっておぼえる
　　　　　　スマホ教室
蕨市政なう！

2025　映像で振り返る
　　　　蕨市政この１年

採れたてスポット
年末年始のお知らせほか

知って得する暮らしの情報

26（金）～1/1（木・祝）
タウンタウンワイド

園芸品評会

いきいき百歳体操まつり

かんたんおいしい
　　　　　キッズごはん

ウォーキングイベント
　　2025　in　蕨市民公園

特集・ウィークリープラス
インタビュー
　　　～2026年の抱負～
知って得する暮らしの情報
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－644－

　
「
好
奇
心
旺
盛
で
体
を
動
か

す
の
が
大
好
き
な
碧
芭
。
気
に

な
る
遊
具
を
見
つ
け
る
と
い
ち

も
く
さ
ん
に
駆
け
寄
っ
て
、
夢

中
で
遊
ん
で
い
ま
す
。
最
近
は

自
転
車
の
後
ろ
に
乗
る
の
が
お

気
に
入
り
。
駐
輪
場
に
ず
ら
り

と
並
ん
だ
中
か
ら
迷
わ
ず
私
の

自
転
車
を
見
つ
け
、
ヘ
ル
メ
ッ

ト
を
か
ぶ
っ
て
待
つ
姿
が
か
わ

い
ら
し
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

い
ろ
ん
な
こ
と
に
興
味
を
持
っ

て
伸
び
伸
び
と
成
長
し
て
ほ
し

い
で
す
」と
母
親
の
亜
美
さ
ん
。

碧
あお

芭
ば

ちゃん（１歳６か月）

佐
さ

伯
えき

 彰
あきら

さん

　　 亜
あ

美
み

さんの 長男
中央５丁目

182

市長　賴 髙 英 雄

市民と市長の面会日
　面会日は毎月第１木
曜日。今月は４日です。
ただし、１月は８日で
す。時間は午後１時～
５時を予定しています。
　ご希望のかたは秘書
広報課（緯433・7701）
へご連絡を。

商品化第４弾！
わらびりんごワイン発売

　

蕨
で
生
ま
れ
、
日
本
一
早
く
実

が
な
る
「
わ
ら
び
り
ん
ご
」
は
、

多
く
の
市
民
に
親
し
ま
れ
、
メ
デ

ィ
ア
で
も
た
び
た
び
紹
介
さ
れ
る

蕨
の
大
切
な
地
域
資
源
で
す
。

　

蕨
市
で
は
、
わ
ら
び
り
ん
ご
を

使
っ
た
商
品
開
発
に
も
力
を
入
れ
、

わ
ら
び
り
ん
ご
サ
イ
ダ
ー
や
シ
ャ

ー
ベ
ッ
ト
に
続
き
、
昨
年
は
、
わ

ら
び
り
ん
ご
よ
う
か
ん
を
発
売
し

ま
し
た
が
、
す
ぐ
に
完
売
と
な
る

大
人
気
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
今
年
は
、
商
品
化
第

４
弾
と
な
る
「
わ
ら
び
り
ん
ご
ワ

イ
ン
」
を
開
発
し
、
先
月
19
日
よ

り
販
売
開
始
し
ま
し
た
。
わ
ら
び

り
ん
ご
果
汁
１
０
０
％
で
、
少
し

甘
め
の
お
い
し
い
ワ
イ
ン
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
、
わ
ら
び
り

ん
ご
関
連
商
品
は
、
市
内
の
店
舗

で
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
、
ご
賞
味
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　

来
年
は
「
わ
ら
び
り
ん
ご
ジ
ャ

ム
」
の
発
売
も
予
定
し
て
い
ま
す

が
、今
後
と
も
、わ
ら
び
り
ん
ご
に

よ
る
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
募
集
中
！　
詳
細
＝
秘
書
広
報
課（
緯
433
・
７
７
０
３
）

　先月16日、中央小学校で「総合防災演習」
が開催されました。市民の皆さんによる初
期消火訓練や非常用応急給水栓設営訓練の
ほか、消防隊員による高所救出搬送訓練、
消防団員による一斉放水訓練などを実施。
参加した937人は､災害時の対応などについ
て熱心に学び、防災意識を高めていました。

訓練通じ高める防災意識

親
子
触
れ
合
う

　
　
　
リ
ー
ス
作
り

　先月12日、南町児童館で「造形あそび　
クリスマス」が開催されました。手遊びや
読み聞かせを楽しんだ後、リース作りに挑
戦。親子で触れ合いながら、紙粘土やビー
ズで飾り付けをして、世界に一つだけのす
てきなクリスマスリースが完成しました。



 今月の河鍋暁斎記念美術館 今月の河鍋暁斎記念美術館

本
作
品
は
現
在
の
展
覧
会
で
御
覧
い
た
だ
け
ま
す
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高
速
度
が
時
速
70
㌔
㍍
に

も
達
す
る
ス
ピ
ー
ド
の
な

か
、
一
瞬
の
駆
け
引
き
が
交
錯
す

る
自
転
車
競
技
。
10
月
に
行
わ
れ

た
埼
玉
県
新
人
大
会
で
輝
か
し
い

成
績
を
収
め
た
の
は
、
城
北
埼
玉

高
校
２
年
生
の
長
田
凰
雅
さ
ん

（
17
歳
・
中
央
３
丁
目
）
で
す
。

個
人
で
は
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
で
７
位

入
賞
、
４
人
１
組
で
走
る
団
体
追

い
抜
き
で
は
優
勝
し
、
個
人
・
団

体
と
も
に
全
国
高
等
学
校
選
抜
大

会
へ
の
切
符
を
つ
か
み
ま
し
た
。

　

中
学
ま
で
は
サ
ッ
カ
ー
一
筋
で

し
た
が
、「
努
力
す
れ
ば
高
校
か
ら

で
も
全
国
を
狙
え
る
」
と
顧
問
か

ら
誘
い
を
受
け
、
新
た
な
挑
戦
と

し
て
自
転
車
競
技
部
へ
入
部
。
す

ぐ
に
そ
の
ス
ピ
ー
ド
感
や
駆
け
引

き
の
お
も
し
ろ
さ
に
魅
了
さ
れ
、

ひと
全国高等学校選抜自転車競技大会　進出

努力を重ね全国の舞台へ

負
け
ず
嫌
い
の
性
格
も
あ
い
ま
っ

て「
も
っ
と
速
く
走
り
た
い
」と
練

習
に
打
ち
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

週
７
日
休
み
な
く
行
う
練
習
で

は
、
１
日
の
走
行
距
離
が
80
㌔
㍍

に
も
及
び
ま
す
。
日
々
の
地
道
な

走
り
込
み
で
、
リ
ズ
ム
よ
く
ペ
ダ

ル
を
踏
み
続
け
る
技
術
を
習
得
。

更
に
、
厳
し
い
練
習
に
耐
え
ら
れ

る
体
を
作
る
た
め
食
事
量
を
増
や

し
た
り
、
動
画
で
研
究
を
重
ね
た

り
な
ど
、
練
習
以
外
で
も
大
会
に

向
け
た
努
力
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
迎
え
た
新
人
大
会
の
ロ

ー
ド
レ
ー
ス
。
山
道
を
周
回
す
る

険
し
い
コ
ー
ス
で
し
た
が
、
持
ち

前
の
ペ
ダ
リ
ン
グ
で
先
頭
集
団
に

食
ら
い
つ
き
ま
す
。
体
力
が
限
界

に
近
づ
い
た
ラ
ス
ト
１
周
、
ペ
ダ

ル
を
踏
む
こ
と
だ
け
に
集
中
し
て

ス
パ
ー
ト
を
か
け
、
一
気
に
先
頭

に
立
つ
と
、
集
団
か
ら
２
人
を
振

り
切
る
力
走
を
見
せ
ま
す
。
ゴ
ー

ル
前
は
激
し
い
競
り
合
い
と
な
り

ま
し
た
が
、
攻
め
の
姿
勢
を
崩
さ

ず
、７
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

３
月
に
控
え
た
全
国
大
会
。
更

に
厳
し
い
戦
い
が
予
想
さ
れ
ま
す

が
、「
も
っ
と
ス
タ
ミ
ナ
を
つ
け
、

個
人
で
も
団
体
で
も
力
強
い
走
り

を
見
せ
た
い
」と
意
気
込
み
ま
す
。

努
力
の
日
々
を
信
じ
て
、
念
願
の

舞
台
へ
―
。
若
き
レ
ー
サ
ー
の
挑

戦
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。

輝

いて
ます

「加速していく感覚がたまらないんです」と長田さん

最

Kawanabe
yosa

i

　

閻え
ん

魔ま

大だ
い

王お
う

の
前
に
、
み
す
ぼ
ら

し
い
姿
の
老
人
が
引
き
出
さ
れ
て

い
ま
す
。
現
世
の
行
い
を
映
す
浄じ

ょ
う

玻は

璃り

鏡き
ょ
う

に
鵜う

飼か

い
の
場
面
が
映
し

出
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、生
前
、

こ
の
老
人
は
鵜う

匠し
ょ
う

で
あ
っ
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。
殺
生
は
大
罪
で

あ
る
と
い
う
仏
教
思
想
に
基
づ
け

ば
、
閻
魔
大
王
が
こ
の
老
人
に
下

す
判
決
は
、
厳
し
い
も
の
に
な
る

こ
と
が
想
像
さ
れ
ま
す
。
老
人
に

ま
と
わ
り
つ
い
て
い
る
鵜
た
ち
も
、

川
に
潜
っ
て
鮎あ

ゆ

を
呑の

み
、
鵜
匠
が

そ
れ
を
吐
き
出
さ
せ
る
と
い
う
鵜

飼
い
の
漁
に
協
力
し
て
い
た
罪
に

問
わ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

河
かわ

鍋
なべ

 暁
きょう

斎
さい

天保２年（1831）
～明治22年（1889）

現在の茨城県古河市
に生まれる。浮世絵
や狩野派を学び、江
戸・東京の庶民から
人気を博す｡ 明治９
年､ 万国博覧会に肉
筆画を出品。14年、
内国勧業博覧会で日
本画の最高賞受賞。
娘の暁翠も日本画家。

─No.115─

暁斎筆
「閻魔と鵜匠」

絹本墨画彩色　軸装

天才絵師の作品

蕨にあり

長
お さ

田
だ

 凰
お う

雅
が

 さん

開　館＝午前10時～午後４時
休　館＝火・木曜日、24日～１月３日
ところ＝南町４-36-４
入館料＝一般600円　高校生・大学生500円
　　　　小・中学生300円　65歳以上500円
　　　　※ 学生は学生証、65歳以上の人は年齢の
　　　　　分かる物をご提示ください

詳　細＝同館（緯441 ･ 9780）

河鍋暁斎記念美術館　開催中（22日まで）
企画展「画鬼暁斎　めくるめく妖怪画展」
同時開催 特別展「『暁斎鈍画』の世界」展

詳しい内容
は館ホーム
ページを御
覧ください


